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DermotoPhagoides　farinaeの 気管支喘息児に 及ぼす影響に つ い て

東邦大学 医学 部 付 属大橋病院小児科

　　　　 笹本明義

　Pharmacia 社 の 設定 す る Phadebas 　 RAST 　unit （PRU ）で は，チ リ ダ ニ の
一

種 で あ る Derm ∂to一

ρh∂goide5　farin∂e （D ．f，），　 Derm∂tophegoidesρteronyssinus（D ．p．｝に 対す る値 は，そ の 上限 を越 え て

しまうこ とが多い ．そ こ で 今回，患者血清 の 50倍希 釈 系 を 作 り
，
D ．f．に 対す る RAST 実測値 を求 め る こ

と に よ っ て，気管支喘息 に 及 ぼ す影響 に つ い て 検討し た，

　結果 ：1，D．f．に 対す る RAST （PRU ／ml ）は，145．3± 15．3 （mean ± S．E．）で あ っ た．2．　D ．f．値

は 4歳 に ピーク値を と っ た．3，IgE （RIST ）・H．D．（RAST ）・eosinephil と よ く相関 し た （お の お

の r ＝ 0．75・r ＝ O．88 ・r ＝ 0．49＞．4．合併症，家庭環境に よ っ て D ．f，値 は 大 きく左右 され た．5．家族

歴 の 有無 と D ．f．値 と は 若于 の 有意 な傾 向 を示 した．

　以上 の こ と か ら，D ．f．値 は 予想以上 の 高値を Lめ し，環境因子 に よ る 後 天 的感作は，ア レ ル ギー症状
発症 の 大 きな引き金 に な る と考 え られ た ，
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は じめ に

　小児気管支喘息 （喘息）の ほ と ん ど は ア ト ピー
型 で

あ り，そ の 中 の 約80−90％は，室内塵 ・ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ に

対 して 陽性を し め て い る
1）−3）．

　1967年 4）
に 開発 され た 特異 IgE抗体 に 対す る検索方

法 で あ る radioallergosorbent 　test（RAST ）の 普及 は，

喘息児 の ア レ ル ゲ ソ 検索に 大きな進歩を もた らし た．

　現在 日本 で RAST の 検索を お こ な う場合，そ の ほ と

ん どが委託 で あ り，Pharmacia 社 の 測定方法
5｝6）に 準じ

て お こ なわれ，RAST 　＄core 　O − 4 の 5段階 で 評価 され

て い る． し か し，
Pharmacia 社 の 設 定 し て い る

Phadebas　RAST 　unit （PRU ）を使用す る場合， ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ で あ る 1）annatoPhagoides 勲戸 鷹 （D．f．），
LigmtatoPhagoides　Pteron）ssinus （D ．p．）に 対する PRU
は，lml あた り17．5の 上限を越えて し ま う，い わ ゆ る

RAST 　score 　4 が か な りの 率を しめ て い る．

　そ こ で 今回著者 は，D．f、　RAST 　4の 患者 血 清 に つ い

て ， 50倍希釈系を用 い て 再度 D ．f，に 対する RAST 値
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Abbreviation8二　D 。f。　De” ntiipphagoid （tS ．危西鷹 ；

D ．P．　DennatoPha80ides 　Pteron＞’∬ inus ；　PRU

Phadebas 　RAST 　unit ；　RAST 　radioallergosor ・

bentしest ； RIA 　radioimmunoassay

（以下 D ，f．値 と略す）を求 め，喘息と の 関係 に つ い て 検

討 した の で 報告する，

対象 お よ び方 法

　 1，対象

　東邦大学医学部付属大橋病院小児科 ア レ ル ギ ー
外来

に 通院 して い る 喘息児 226名 を 対象と し た．年 齢 は ，1

畿か ら16歳 （平均 7．6歳） で ， 男児154名，女児72名で

あ る．

　 日本 ア レ ル ギ ー学会重症度委員会 の 小児 ア レ ル ギ ー

研究遊 に よ る 重症度分類 で は ，軽症 146名，中等症70名，

重症lo名で あ っ た ．

　 2．方法

　  D ．L に 対する RAST の 測定
5 ）6｝

：第一
ラ ジ ォ ァ

イ ソ ト
ープ 研究所株式会 社 よ り だ さ れ て い る RAST

キ ヅ ド 第 1
「
を用 い た ，まず，D．f．の ア レ ル ゲ ン デ イ

ス ク に 患者血清50i，1を加え，室温・静置 に て 3時間 イ

ン キ ュペ ー
ト した あと Tween 　20を含む洗浄液に て 3

回吸引 ・洗浄を くり か え した．次 に ，各試験管 に ヨ ウ

化抗 IgE　（
t251

）抗体溶液 を50μ1加え ， 室温 。静置 に て

一
夜 イ ソ キ 」 ペ ー

トし，同様 の 吸引 。洗浄を お こ な い

γ
一カ ウ ソ タ

ー
に て 放射能 を 測定 した，そ の カ ウ ソ ト数

が，Pharmacia 社 の 設 定 す る 17．5PRU を 越 え る

N 工工
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RAST 　score 　4の 血 清に っ い て は ，血 清を生食で 50倍 に

希釈 した 後，再度同様 の 測定を実施 した ．

　な お ， 血清 IgE（RIST ）値は ，　Pharmacla 社製 RIST

キ ッ トを 用い ，Tadioimmunoassay （RIA ）セ フ ァ デ ェ

ク ス 固相法で，好酸球％は ，末梢血 白血球中 の 好酸球

百分率に て 示 した．

　  統計学的処 理

　灘定結果 の 平均値 は mean ± SE ．で 示 し ， 有意差検

定 は ，student
’

s　t・test　lcよ り検討し た．また D．f．の 値

は
， 実 測値の 分布を の ぞ い て ，logLeの 対数変換 に て 示

した ．

結　 果

　  D．f．に 対す る RAST 　score 分布 （Table 　1）

　226名 の 全 患 者 に お い て Pharmaciaの 設 定 す る

score に よ っ て RAST 　score 　Oか ら 4 ま で に 分類 した

と こ ろ，RAST 　score 　G （X 〈   ．35PRU ／ml ）が31名

C13．7％），
　 score 　1 （O．35≦ X く0．7）が 2 名 （0．9％），

score 　2（O、7≦ X 〈 3、5）が 8 名（3．6％），　 score 　3（3．5≦

X く 17．5）が38名 （16．9％），score 　4 （17．5≦X）が 147

名 （64．9％）で ，score 　1，2が 王0名，4．4％と少な くt

約 3 人 に 2入 は 、 実測値 の 上限 を越 えて し ま うRAST

score 　4で あ っ た．

Table　l　Distribution　of　RAST 　 score 　in　227

　 　 　 　 　 asthmatic 　children

X （PRUlm 】） Case　n ＝（％）

o X 〈 0．35 31（13．7％）

1 035 ≦X ＜0．？ 2（O、囎6）摺
08

←
もり

く
餌

2 O、7≦X ＜ 3．5 8（3，6％）

3 3．5≦X ＜ 17．5 38（16、9％）

4 17．5＜ x 147〔649 ％）

X くPRU ！湘 ｝ 10　　 20　　 3σ　　 40 （n；

365

  RAST 　score 　4の 患者 の PRU 分布 （Fig、　 D

RAST に お い て，値が測定 の ．ヒ限 を越 え た 147名の

喘息児 に つ い て ，患者血 清 の
「

JO 倍希釈系を 用 い て 再度

D ．f．の RAST 値を測定 した とこ ろ，　 D．f．の 平均値は，

1453 士 15．3PRU ／ml と高値を し め し た．

　その 分布は，17．5〈 X ≦ 35．O ； 6 名く4．1％），35、0〈

X ≦ 70．0 ；19名 （12．9％），
7  ．O＜ X ≦ 140．0 ；39名

〔26．5％），140．  〈 X ≦ 2800 ；41名（27．9％），280．Oく

X ≦560．G（18．4％）， 560．0く X が 15名（10．2％）で あ っ

た．PRU ！ml が 140か ら280ま で の 範囲 の 患者が最も多

く，70か ら280まで で は RAST 　score 　4の 患者中54．4％

と過半数を し め た．

　  年齢 別 D．£ 値 （Fig、2）

　226名の 患児の 年齢別 D．f，値を比較す る と，　 D．f．値

は 2歳よ り急激に 上昇し ， 4歳 に て t
’
　一ク 値（27L3 ±

56．2PRU 〆ml ）を しめ し た ．そ し て 1 ・2歳患児 の D．f．

陰性例 （RAST 　score   が 36名中19名 （52．7％）に 対

し て ， 3歳以降の 患児で は 190名 9il8名 （9，5％） と急

激 に 減少 して い た．有意差検定 で は ， 1歳児は 2歳以

降 の 各年齢す べ て に p ＜ 0、091の 有意 差で 低値を し め

し， 2歳児は 3歳 以降 の 各年齢すべ て ｝c　p〈0．05ま た

は 0，05〈 p ＜ 0．1 と有意 に 低値，ま た は低 値 を 示 す傾 向

を示 した．

　  重症度別 D ．f．殖 （Fig．3）

　軽症群146名，中等症群70名 ， 重症群 10名の 重症度別

D．f．値は 図 3の ご とくで 、中等症群 が最も高 く，軽症

群 ・重症群 との 間 に お の お の p く0．01，p 〈 0．002の 有

意差 を示 し た，症例数の ぱ らつ き （重症群が m 名と少

な い ）があるた め ，比較す る こ とが 難 しい と考えられ

る が，中等症 に お け る RAST 陰 性 例 が70名中 4 名

（5．7％） と低率 で あ っ た の に 比 し，重症群で は 10名中

4 名 （40．0％） と高率 で あ っ た ．
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　Fig、3．　 Infiuence　of　the 　severky 　 upon 　Dennato・

Phagoides．血 癬 i齪 ．

　  D．f．と他 の 検査値 と の 相鬨 （Fig、4a −
c）

　 HD ．（RAST ），
　 IgE （RIST ）値，好酸球数に 対す

る D ．｛．値 との 相関を H ，D，，　lgE値 に つ い て は 対 数変換

した 値 で ，好酸球 は そ の 白血 球中好酸球％ で 検討し た．

Fig．4−a に 示 し た の は，　 D ．f．と HD ．との 相関 で あ り，

H ．D．を横軸 に ，D，f、を縦軸 に と る と，Y ＝ 1，6X ＋ 0，72，

相関係数 r ＝ O．88と高 い 相関 を示 した （p 〈 0．001）．

　 Fig．4−b に D．f．と IgE （RIST ）値 との 相関を示 し

た ．同様 に ，Y ＝ 1．34X − 1．95，柑関係数 r＝0．75 と，

正 の 相関を認 め た （p ＜ 0．0 5）、

　 また ，好酸球 （％） との 相関 は ，Y ＝ 0．IX 十 〇．75，

相関係数 r ＝ 0．49と，弱 い 相関 があ っ た （ρく 0．G5）．

　  他 の ア レ ル ギ ー疾患 の 合併 と D ．f．値 （Fig．5）

　合併症 （ア レ ル ギ ー性鼻炎， ア トピ ー性皮膚炎，食

物 ア レ ル ギ ー）の 有無 と，D ．f．値と の 関係 を検討 し た

と こ ろ ， 合併症の ある 群 の D ．f．値は 有意 （pく O．OOI）
に 高く，個 々 の 疾患群 （ア レ ル ギ ー

性鼻炎．ア ト ピー

性皮膚炎，食物ア レ ル ギ
ー
）に っ い て 比較 して も，お

の お の p 〈0．Ol，　 p 〈 O，05、　 p く   ．02と，疾患を有す る

群が有さない 群 に 比 べ 高値を しめ した ．

　  家族歴 と D ．f．値 （Fig．6）

　Fig，6 の 上 段 は，3親等 まで に 家族歴（気管支喘息・
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性鼻炎 ・ア トピ ー

性皮膚炎 ・蕁麻疹 ・薬物

ア レ ル ギ ー
）を有す る群 と有さな い 群 に よ っ て D．f．値

を 検討 した もの で ，家族歴を有す る群 の D ．f．値 は ，有

さな い 群 と 比ぺ て若干高値を示す傾向に あ っ た ．

　さらに ，両親 の どち ら か の 系統 に ア レ ル ギ ー歴 を も

つ か，ま た家族歴 の 中 で ，喘息 の 既往を有す るもの が

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

笹 本 窮義 367

1

（
被
9

国

o昏
←．
O

nttss

2　　
　

　　
ー

　

（
k
ヨ

切

o

『噛．
00

70

O

〔
溶．国
ε．一、
O

圃

翻
數

Lp
くO　OO／」

Complleatlon

o
　 　 ＋ 　　　　 −　　　　　　　　　　　　キ 　　　　

　
　　 t

ρく O．Ot」　　　　　　 Lp
く 。 副

　 Al】ergLc　　@厂hinrtis　　　　　　　　　　　　　　　　　@　AtoP 　c@　　dermati

s 　Fig

5． i冫iatoPlldgoides卿

8ξ、 n富1曝2　　　　　　

　　 20 　
・一・　8 　

　　

　tt　1 。

@　　　

Oen

Sln1 ・
＋ 　　　

　

　 しP＜Der」

o  d　allergInfiuence 　of　the　complicat 三

n
　
upon

　
De

 

5
　　
　
0
　　
　

1
　

　
　　伽　　　
O

（ N9 凶O

）．←．

n ＝213n ＝13

卓F005

くρく
0

，

51 （ N9 量｝ ．噛
ロ

　　　　　　 ＋
　 　

　　 　 − 　　　　

　L拿1 ＿ 」
聞・士§・E・ 　　　／ ＿＼ ClassifiCat めon 　of 　 F．H．　　 　　 　　 A5ti

tth　histo 厂ン
o 「FH 　

es ．f

＆　
s　

　
　

n ＝

s

厘
簪

O
蹠

on

 

睡親

HHHHFF

F
＾
BOD51

（N9 馳2 ） ．

． o 驪 《r85 廿mo  

ｯvar 穐 簡   r 　　　 　 　or ・ 　met ｝

r 呂 ：

妙嗣w 　胃Ltheut　pnrentsc ： 飴齢e 　Fig ．6．　Inftuenc

@of 　 family 　
histo

　
upOn

　Deiz

 幻ρ
o
湿

¢

an

’nae
・

〔丶
o
一切
o
一

　  愚蕊」o単 　　曽 り

一〇賦

£ q

蒻凵ｸ」  OCrpet （ drcom

2 ．oioBu …［ding 　　yearsFleor 　　手 　
　
　　一　　　　　

　ever　io 　 withln 　 田
ζY｝　

　　1』置F 　　 　IFS 　　し，d 図 J 　　L幽蜘、 J　　L、、 s」 Fi9．

D1面ence 。f　the　envirormien

@upon 　 Der − ， rKltoPSUIgold

　fan ’

e ． にあ る場合は， 他の2群とくら

て若干D
． f ． 値 は 高値 を示 し た．   生 活環

と D ．f ． 値 （ Fig ．7 ） 　 まず ， マノショ ソ ・ 一

建・ア パ
ート

（ 木造の借
家 と 定 義 ）

そ の他す べて

含め た 全 体 （n ＝ 226）におい て ，
 

カ ーペ ・F ，

ぺ y ト ，  タ バ コ，

羽毛 ・ 羊 毛 ぶ と んの 有 無 でD．f ． 値 を 検 討した が

い
ずれ も 有 意

差を示さ なかった． 　 次にマソ

ョソに居住する135名につ

て，寝 室
の

カー ペッ ト の 有 無 ・ 築 年数・ 居
住階

数

つい て 検 討 を 力口え た　（Fi9．7） ． 　ま ずカーベッ F の 有無

つ い て は ， 寝室にカー ペッ トのあ
る群

の D ． f ．値（ lo

。 X）が 2 ． 12 ±0． 12 に対 して， ない群では1 ． 26

0 ．10 と ， カ ーペッ ト のある群はない 群 と 比較し

有意に 高 値 を 示 した （p ＜0．0001 ）．また， 築 年数 に つ

ても同様に ． 築10 年以下（ただし3年以 上 居 住している も

）の D ．f ． 値 O ． 89 ±O ．16に対して， 10 年以上

群 で は1 ． 88 ±O．10 と明 らかに 築年数が古 い

も の 砥 ど高 値 で あ った （ p 〈 G ． 0001 ） ．さら に

居住階 数の 比 較で

1 ・ 2

群 と 3 階 以 上 群 で 有 意差 は な か ったものの， 1 ・ 2

群は3 階以上の群とくらべ て 若于 高 値を しめした

考 　案 い るか 否 か に よ って 分類 し た も のがF

， 6 の 下
段
で ある． ま ず家 族歴 が ， 父方・ 母 方 ・

の両 方 ・ 家族 歴 なしの4 群 に分類 し たとこ ろ ， 父 方・

  ｻ の両方に ア レ ル ギー 疾 患の家族 歴 をもつもの

，家 族 歴 の ない もの とくらべ て ， D ． f ，値 が 高 値

示す傾向 に あっ た ． ま た ，喘息が両親の どち らか

ある場合，両親以外 の 家 族にある場合，家 族 歴で

息 がな い 場 合の 3 群では， 有 意差 は 示 さ な かっ

ものの， 喘
息 が両親のど ちら

か 　 気 管 支 喘 息を 含めた

レ ル ギー疾 患 は，一つの 現 代 病と までい わ れ，近年 増 加

一 途を たど
って い る． 　本 邦 で は ， 昭 和 3

N 満 川 7 ） がお こ なっ た小学生喘 息 児の罹患率は

A7 ％だ ったのに 対 し て ， こ
こ 10 年 位ほ と ん ど

報告 8勘が 4 − 5 ％ 以 上 と なっ ている， 　 これらの 原 因 とし て



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

368 D．f．の 気管支喘息に 及 ぼす 影響

が 大 きな要因 とい え よ う，

　 そ の 中 で ，小児喘息の 80−9．　0％に 関与して い る室内塵

性 ダ ニ に つ い て は、佳宅 環獎の 変化 に 負 うとこ ろが大

きい と思わ れ る．特に 都会 に お い て は ，大気汚染 ・地

麺高騰 に よ るマ ン シ ョ ン 乱立 ・マ ン シ ョ ン の 老朽化な

どの 影響を うけ，ア レ ル ギ ー外来に 長蛇 の 列が で きる

こ とも否定で きな い ，

　 当外来 に お い て も例 外 で は な く，そ れ ら の 診療中 で，

特異 IgE抗体 （RAST ） の 測定 も，その ほ とん どが 外

注に 頼 っ て い る の が 現状 で あ る．し か し，それ らの 半1；

定は ，Pharmacia 社 の 設定す る RAST 　score に よ る た

め，チ リダ ニ で あ る D ．f，や D．p、に 対す る RAST 　score

tt　PRU の 上限 を越え た RAST 　scere 　 4で ある こ とが

比較的多 い ，

　そ こ で今同 著者は ，50焙希釈系を用 い て PRU の 実

測値を求め ，喘息との 関連 に つ い て 検討 した ．

　 ま ず Table　 1 に て ，　 RAST 　score 分布を示 し た が．

全体の 64．9％，147名 が RAST 　score 　4で あ っ た．こ の

結果 を諸 家の 報告 と 比較 す る と，乾 ら
3｝ 54％，三 宅

ら
LO）44．4％ ， 井上 ら

9♪ 2，8％ と ，
か な りの 差 が 認 め られ

る，乾らの デ ー
タ は，当科 か ら約 2km 離れ た 国立小児

病院 の もの で あ り，対象年 齢 も我々 と ほ 庶等し く， 5

年前 の 調査で ある と い うこ と を考え る と，同程度の 陽

性率 に な っ た と思われ る．こ れ に 対し て
，

三 宅 らは ，

神奈川県 ・静岡県 の 市街地 に あ る小学生 ・中学生を対

象と し，井上 ら は，大 島に 住 む 2歳以上 の 喘息児 を 対

象と し て い る．こ れ らの こ とは ，都会 （汚染地域）と

そ れ以外の 地域と で， ダ ＝一に 対する感作の 違 い を示 唆

して い る と考 えられる．

　今回 の 我 々 の 検討 に お い て ，RAST 　score 　4，147名

の PRU 分布で は，　PRU ！ml 　140−280b941名と ピ ーク を

し め，全体の 平均値 は ，145．3± 15．3PRU ／ml と，著者

の 想縁 をは る か に 越 えた 高値 で あ っ た．

　Fig．2 で は，年齢別 の D ．f．値 を 検討 した ．　 D、f．値は，

2歳よ り急速 に 上昇 し，4歳で ピ
ー

ク値 を と っ た あ と，

以後 ほ ぼ 同 じ値を と りな が らゆ っ く りと 下降 して い く

傾向が認め られ た．

　D ．f．値の 年齢別変動を検討 し た 論文が な く比較が困

難なた め，IgE （RIST ）値 に つ い て 同様に検討 を加 え

た．

　IgE （RIST ）値は， 5歳 に ピ
ー

ク 値 を とり，　 D ．f．値

の 変動 と同様 に ，以後徐 々 に 下降し て い く傾 向を 示 し

た．

　喘息児 の IgE ピ ーク 年齢 は
， 文献 に よ っ て 差 は あ る

もの の ，7 −10歳が 多 く
L鎚 21，それ らと比較す ると，

ピ ー

ク 年齢の 低年齢化が 目 立っ ．

　こ の こ とは，乳児喘息 の 増加 ・瑞息の 低年齢化 と関

係がある と思われ る．

　F｛g．3 で は 重症度と の 関係をみ た が，中等症群が最

も高値 とな り．重症 群は逆 に 低値 を 示 し た ． こ の こ と

は，重症群の 中 に抗原をみ つ け る こ との で きな い 感染

型 の 喘息 が 比較的多 か っ た た め で，そ の よ うな 例を除

外 した ア ト ピ ー
型 の み で は ，中 ・重症群 の D ．f．値 は，

軽症群 よ り高値を示 した．

　Fig．4a −c は，　 HD ．，　 IgE（RIST ）値，好酸球 （％）

と D．f．値と の 相 関 を検討 した もの で ，　 H ．D 、： r ＝   、88，

IgE 値 ．r ＝0．75、好酸球 （％）：r ＝ 0．49と正 の 相関を

認 め た ．

　武藤 ら
131

は ，施設療 法中 の 喘息児 に つ い て 同様に，

H ．D ．，　 D．p 、，　 IgE値 との 相関を検討 し た が，や は ワ r 二

〇．71−0．73の 柑関 を 示 した L

　IgE値 と H ．D ．I　D．p，と が 相関 した こ と に つ い て 武藤

らは ，多くの 要因が か らん で い る と して い る が，少な

く と も IgE抗体 と特異 IgE抗体 と は 別個 に 動 く もの

で は な く，両者間 に 強い 関連があ る と思わ れ る．

　さ ら に Fig．5 に て ，喘息以 外 の ア レ ル ギ ー合併症 の

有無 で D．f．値を比較 した が，明らか に合併症の ある群

に て D．f．値 は 高殖を示 した，

　同様に Fig、6 で は ，家族歴 の 有無で D ．f，値を検討 し

た．竹内
t4 ）は，両 親 と も血 ne　lgE値 が平均 と く ら べ

て ＋2，0S ，D．以上 の家系 で は ，そ の児の 血 清　lgE値 は

88％ が 十 1．OS ．D ．以上を し め し
， 両親 が 児の IgE 値 に

与 える影響 は 強い とし て い る．

　著者 ぱ今回 の 検討 で ，両親 の D ．f．値を調ぺ て は い な

い が，両親が ア レ ル ギ
ー
歴を有 して い る家系の 方 が ，

その 児の D．f．値 は 若干 の 高値 を示 した ．

　最後 に Fig．7 に お い て ，環境の 及ぼす影響を検討し

た．コ ン ク リー
ト住宅 に す む 135名 に つ い て は，ジ ュ

ー

タ γ ・築年数 は 大 きく D．f．値 に 影響を与 え て い た ．喘

息児 に 対す る コ ン ク リ
ー

ト住宅 の 弊害 に つ い て は ，大

谷
tSi

を は じめ と し て多 くの 論文
16 ，1η

に 記載 さ れ て い る

と お りで ある．1976年 宮本ら叫 が一般家屋で の 室内

塵 。ダ ニ 類 の 季節的変 動 に つ い て お こ な っ た 研究 で ，

カ ビが ピー
ク とな る梅 雨時 に 生 ダ ニ 数 が

， 秋 に 死 ダ ＝

数が ピ ー
ク と な り，冬に か け て 減少す る とい うデ ータ

は ，現在 の コ ン ク リート住宅 で は あ て は ま ら な くな っ

て ぎて い る 例 も多 い と思われ る．つ まり機密性 の 高い

コ ア ク リー
ト住宅 に お い て は， 1年中若干 の 変動 は

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

笹 本明義 369

あ っ て も，常 に
一

定量 の ダ ニ が生 息し て い る と考え ら

れ る．

　今回 の 研究で 以下 の こ とが 示唆 さ れ た ．

　L 喘息児の D．f．に 対す る RAST 　4の 占め る割合が

地域的に 異な る こ とか ら， 都会 で の ダ ニ に 対す る感作

に 差 が 存在す る と思われ た ．

　2．D．f．値 の ピ ー
ク 年齢 が 4歳で あ っ た こ と は ，ダ ニ

に よ る感作の 低年齢化がすすん で い る 可能性を示陵し

た ．

　3．血 清 IgE抗体 と特 異 IgE抗体 と の 問 に は密接 な

関係を認 め た．

　4．喘息児の D ．f．値 は ，家族歴 の 有無 な どの 遺伝 的

要素よ り，よ り環壌因子に よ り影響を うけ る と考 えら

れ た ．こ の こ と は ，環境因子に よ る後天 的感作が
，

ア

レ ル ギ ー症状発現 に 大 きな引 ぎ金 とな る可能性 を示 唆

した ．

　今後，他 の 地域 （弼 えぽ非汚染地域）に お け る D．f．値

の 検討 も必要 で あ る と 思 わ れ る，

　稿 を終 え るに あ た り，直接御指導を い た だ い た 東邦大学

大 橋病 院 小 児 科 助 教 授 小 屋 二 六 先 生，御 指 導 ・御校閲 を

い た だ い た 小児科 教 授 青木 継 穏先生に 心 か ら 深謝 い た し

ます．

　 また い ろ い ろ と叱 陀 激励 を い た だ い た 同 小 児科鈴木慎
一一

郎先生，斎藤誠
一

先生，諸 井　孝先 生 に 深謝 す る と と もに，

常に 影 とな り 日向 と な り見守 っ て い て くだ さ っ た 国立 小児

病 院 ア レ ル ギ
ー
科 医長 飯 倉 洋 治 先 生に 衷 心 よ り 感謝 し御礼

申し あげ ます．

　本 論文の 要 旨は ，第24回 日本小児 ア レ ル ギ ー
学会総会 に

て 発表 した．
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        THE  INFLUENCE  OF  DERMA  TOPHAGOIDES  E4RINAE  IN ASTHMATIC  CHILDREN

                                       Akiyeshi Sasamoto

               Department of Rediatn'cs, Ohashi HosPital, Tohe University School of Medicine

    There have been many  cases  in which  the values  of DermatoPhagoides .fbrinae (D.f.) and  Dermatophagm'des
Pteronyss:nus (D,p,> have been over  the 1]mit when  they have been determined by a  Phadebas RAST  unit  (PRU>
made  by Pharmacia Co.
    I calculated the actual  value  of D,L and  studied  the influence of D.f. on  226 asthmat{c  children.

    The  results  obtained  were  as  follows;

    1. The mean  value  ef PRU  was  145.3 +  15.3 (mean + S.E,> PRUfml  on  D.f. (RAST).
   2. The peak  of  the actual  value  occurred  at the age  of 4years old.

   3. There were  good correlations  between D,f, and  IgE  (RIST) - H,D.<RAST) ･ eosinophil<T=O,75  ･

r=O,gg  
･
 r==O,49>,

   4, The value  of D.f, was  differed slgnificantly  under  the  influences ef cemplication  and  ens'lronment.

    5. The value  of  D.f. was  differed slightly  according  to family history,

   The  value  of D.f. was  beyond my  expectations  and  acquired  sensitiza  tion by enNtirenmenta]  factors helped to
trigger  the onset  of allergic  symptoms.


